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１ はじめに 

綾部市議会基本条例第１９条においては、「議会は、この条例の施行後、常に市民の

意見や社会情勢の変化等を勘案して、議会運営にかかわる不断の評価と改善を行うと

ともに、必要に応じてこの条例の目的が達成されているかを議会運営委員会において

検証するものとする」と規定されている。 

これを受け、議会活性化特別委員会において、当該条例の検証を検討項目の一つと

して位置づけ、全議員による評価を実施のうえ、議会基本条例に掲げる目的の達成状

況について、議論を重ねた上で検証を行ったところである。 

本報告は、綾部市議会基本条例の各条項に関する取組状況の確認および目的達成度

の５段階評価の結果を整理し、さらに今後の改善の方向性や条文改正の必要性につい

て検討を加えたものであり、その結果および評価をここに報告するものである。 

 

２ 検証体制 

 議会活性化特別委員会幹事会（８名）並びに議長、副議長 

委 員 長 柳 原 秀 一 委  員 酒 井 裕 史 

副委員長 種 清 喜 之 〃 梅 原 哲 史 

委  員 井 田 佳代子 〃 片 岡 英 晃 

〃 中 島 祐 子 議  長 松 本 幸 子 

〃 藤 岡 康 治 副 議 長 本 田 文 夫 

 

３ 検証方法 

 ＊綾部市議会の各条の取組状況等の確認 

 ＊綾部市議会の達成状況評価（５段階評価及び評価対象外） 

 ＊今後の対応 

   できていないところは、どのようにしたら達成できるか検討 

 ＊条文改正の必要性の有無 

   

【評価区分】 

５：全くそのとおりできている 

４：ややそのとおりできている 

３：どちらともいえない 

２：ややそのとおりできていない 

１：全くそのとおりできていない 

０：評価対象外 

 



４ 検証の経過等 

開催年月日 会議等 協議内容等 

令和６年 ９月１８日 
議会活性化特別委員会

幹事会① 

議会活性化特別委員会の取組内

容協議 

令和６年１０月３日 
議会活性化特別委員会

幹事会② 

議会基本条例の検証を行うこと

を確認 

令和６年１０月８日 
議会活性化特別委員会

① 

議会基本条例の検証を行うこと

を決定 

令和６年１１月１３日 
議会活性化特別委員会

幹事会③ 
検証方法・スケジュールの確認 

令和６年１２月 ２日 
議会活性化特別委員会

幹事会④ 

議会基本条例の検証シートの最

終確認 

令和６年１２月２０日 
議会活性化特別委員会

② 

全議員へ評価依頼 

令和７年 １月１５日 検証シート提出期限 

令和７年 １月２４日 
議会活性化特別委員会

幹事会⑤ 
検証結果のまとめ 

令和７年 ２月１０日 
議会活性化特別委員会

幹事会⑥ 
検証結果のまとめ・意見交換 

令和７年 ３月１２日 
議会活性化特別委員会

幹事会⑦ 
検証結果のまとめ・意見交換 

令和７年 ３月２４日 
議会活性化特別委員会

③ 
検証結果のまとめ報告 

会派での意見交換 

令和７年 ４月 ９日 
議会活性化特別委員会

④ 
検証結果のまとめ意見交換 

令和７年 ６月１９日 
議会活性化特別委員会

幹事会⑧ 
検証結果最終確認 

令和７年 ６月２７日 
議会活性化特別委員会

⑤ 
検証結果公表の確認 

令和７年６月定例会 議会活性化特別委員会中間報告 

令和７年 ７月 議長へ検証結果報告書提出・公表 

 

 ※２月１８日（火）、２１日（金）、２７日（木）、５月１２日（月） 

６月２日（月）５人の幹事で取りまとめ 



５ 検証結果概要  

（１）評価内訳 ※各条文の検証結果は  

区分 内容 項目数 

５ 全くそのとおりできている  

４ ややそのとおりできている     ３５ 

３ どちらともいえない     ２５ 

２ ややそのとおりできていない      １ 

１ 全くそのとおりできていない       

※各議員の評価を平均した数値です。 

 

（２）概要 

  今回、綾部市議会基本条例の制定以来、初めてとなる全議員による評価・検証

を実施したところである。評価結果については、各議員の捉え方に一定の差異は

見られたものの、全体としては概ねそのとおりできているとの評価が多数を占

め、条例の趣旨に沿った議会運営が行われているものと確認された。 

他方、第５条第３項に規定されている公聴会制度および参考人制度の活用に関

しては、個人の評価ではあるが、「ややそのとおりできていない」または「全くそ

のとおりできていない」とする評価も見受けられ、制度の実効性や運用の在り方

について、なお課題が残されていることが明らかとなった。 

 

（３）今後の主な課題と対応 

 本検証の過程において、類似の趣旨を有する規定が条文中に複数存在しているこ

とが判明した。とりわけ、市民参加および市民の意見反映に関する事項については、

第２条第２項、第３条第３項、第５条第４項および第７項において、それぞれ同様

の趣旨が繰り返し記述されており、内容の整理・統合の必要性が指摘された。 

これらを踏まえ、今後は条例の条文改正に向けた検討を進めることとし、特別委

員会において議論を深めていく予定である。あわせて、議会基本条例の内容や趣旨

について、全議員が改めて理解を共有する機会を設けることも重要であると考える

に至った。 

 

（４）おわりに 

  本市議会においては、今後も基本条例の趣旨に則り、定期的な検証を行うとと

もに、社会情勢の変化や市民ニーズの多様化に的確に対応しながら、不断の議会

改革に取り組んでいく必要がある。 

条例の内容についても、引き続き適切な見直しを図ることで、より実効性の高

い議会運営を目指すとともに、公正かつ透明性の高い、開かれた議会の確立を推

進してまいる所存である。今後とも、市民とともに歩む議会として、その責務を

着実に果たしていく。 



議会基本条例達成状況検証シート

0 5 4 3 2 1

前文 5 5 5 2 1 0 4.08

議会自らが改革の取組みを積極的に
行うことを表明した「議会基本条
例」制定の意義は大きい。前文は本
条例全体の位置づけ、方向性をしめ
したもので評価の対象外

― ―

第１条
 （目
的）

10 2 5 1 0 0 4.13 ―(評価対象外) ― ―

課題 今後の対応
条文の改
正の必要

性

　綾部市民（以下「市民」という。）
は、歴史と文化を大切にしながら綾部市
市民憲章の実現と、すべての市民が生き
る喜びを享受し、安心して暮らすことが
できるまちづくりを進めるために、選挙
において綾部市議会議員（以下「議員」
という。）を選び、綾部市議会（以下
「議会」という。）を構成するととも
に、同じく綾部市長（以下「市長」とい
う。）を選んでいる。
　議会と市長という二元代表機関には、
市民の負託に応えるため、それぞれ異な
る特質を生かし、市民の意思を市政に的
確に反映するために切磋琢磨し、最良の
決定をなす責務が課せられている。
 この条例は、市民の意思を代弁する合議
機関たる議会の使命を達成するために、
地方自治法（昭和２２年法律第６７号。
以下「法」という。）が定める概括的な
規定の遵守に加え、議会及び議員の活動
原則をはじめとして、公正性と透明性の
確保、積極的な情報の公開、政策活動へ
の多様な市民参加の推進、議員間の自由
討議の展開、市長等執行機関との緊張感
の保持、議員の資質の向上、議会活動を
支える体制の整備等について定め、もっ
て、市民に開かれ、身近で信頼される議
会を目指し、市民との協働による綾部市
のまちづくりを推進するものである。

　この条例は、市政の情報公開と市民参
加を推進し、自主、自律の分権時代にふ
さわしい市民に身近な議会及び議員活動
の活性化と充実のため、議会運営に必要
な基本事項を定めることにより、市民が
安心して生活できる豊かなまちづくりの
実現に寄与することを目的とする。

取組状況・実績等
自己評価集計表

平均条 項 号 条文



0 5 4 3 2 1
課題 今後の対応

条文の改
正の必要

性
取組状況・実績等

自己評価集計表
平均条 項 号 条文

14 2 1 1 0 0 4.25 ―(評価対象外) ― ―

(1)
公正性及び透明性を確保

し、市民に開かれた議会を目
指すこと。

1 7 4 6 0 0 4.06

○会議録を公開
○本会議のライブ配信、録画配信
○議会報告会の開催
○傍聴席のバリアフリー化
○議会だよりの全戸配布

○議会資料の公開、本
会議以外の議事録等の
公開

○情報発信の強化
○議事録公開の拡充
○議会資料のホームページ
等への公開

(2)

市民の多様な意見を把握
し、政策形成に適切に反映で
きるよう、市民参加の機会の
拡充に努めること。

1 5 8 2 2 0 3.94
○手法を変えながら議会報告会を開
催

―

○時代に合った手法を調
査・研究しながら継続実施
○政策討論会や意見交換会
を実施
○若者や女性、団体等多様
な意見の把握

(3)
把握した市民の多様な意見

をもとに政策提言、政策立案
等の強化に努めること。

1 4 5 7 1 0 3.71

○第６次綾部市総合計画に関する提
言書提出
○令和５年度公共交通をテーマに議
会報告会を開催。綾部市の公共交通
政策に関する提言書を提出
○手話コミ条例は請願を採択し、議
会からの働きかけにより制定

○政策提言の機会が少
ない

○各常任委員会で具体的な
テーマを設定し、提言や条
例提案に繋げる
○議員のスキル向上を図る

(4)

市民本位の立場から、執行
機関による適正な市政運営が
行われているかを監視し、評
価すること。

1 7 3 7 0 0 4.00
○市民の立場から行政運営を監視
し、適切な指摘や評価を行っている

○議会のチエック機能
の更なる強化が必要

○議会のチエック機能の強
化のため研修の充実を図る

(5)

議会運営は、市民の傍聴の
意欲が高まるよう、市民の視
点からみてわかりやすい方法
等で行うこと。

1 3 4 9 1 0 3.53
○プロジェクター設置や動画配信を
実施

○傍聴者数がが少ない
○傍聴者への事前周知の工
夫
○傍聴環境の改善

第２条
（議会
の活動
原則）

議会は、次の各号に掲げる原則に基づき
活動しなければならない。



0 5 4 3 2 1
課題 今後の対応

条文の改
正の必要

性
取組状況・実績等

自己評価集計表
平均条 項 号 条文

(6)

市民にわかりやすい議会運
営を行うために、この条例に
規定するもののほか、議会運
営の基本となる綾部市議会会
議規則（昭和４２年綾部市議
会規則第１号）、綾部市議会
委員会条例（平成３年綾部市
条例第２０号）及び議会内で
の申し合わせ事項を適宜又は
継続的に見直すこと。

2 4 4 4 3 1 3.44
○必要に応じて内容の見直し・修正
等の実施

―

○会議規則や委員会条例及
び申し合わせ事項の継続的
な見直し改善を図る

11 2 3 2 0 0 4.00 ―(評価対象外) ― ―

(1)

市民の負託にこたえるた
め、高い倫理的義務が課せら
れていることを深く自覚し、
市民の代表として良心と責任
を持ち、議員としての品位を
保持し、識見を養うこと。

0 5 7 6 0 0 3.94

○研修会、勉強会等の受講
○先進地視察等への参加
○綾部市議会議員政治倫理条例の制
定

○議員の品位の定義は
明確でない。議員の活
動は個々の自覚に委ね
られている。
〇議会会議規則の順守
が不十分

○品位や識見を養うため、
研修会等を継続実施
○新人議員研修を充実

(2)

議会が言論の府であること
及び合議制の機関であること
を十分に認識し、議員相互の
自由な討議を尊重すること。

1 6 3 6 1 1 3.71 ○議員間討議を試行
○実施のルールなど今
後の検討が必要

○議員間討議の積極的な活
用
○ルールの明確化

(3)

市政全般についての課題、
市民の意見、要望等を的確に
把握するとともに、自らの能
力を高める不断の研さんに努
め、市民の代表としてふさわ
しい振る舞いをすること。

0 3 9 6 0 0 3.83 ○勉強会や視察研修に参加
○議員ごとの取組に差
がある

○議会全体での研修制度の
整備
○議員個々が積極的に市民
と接し、意見の把握に努め
る

(4)
議会の構成員として、市民

全体の福祉の向上を目指して
活動すること。

0 5 8 4 0 1 3.89 ○実施できている ― ―

第２条
（議会
の活動
原則）

第３条
（議員
の活動
原則）

　議員は、次の各号に掲げる原則に基づ
き活動しなければならない。



0 5 4 3 2 1
課題 今後の対応

条文の改
正の必要

性
取組状況・実績等

自己評価集計表
平均条 項 号 条文

6 7 5 0 0 0 4.58 ―(評価対象外) ― ―

２ 0 9 6 3 0 0 4.33
○同じ志を持つ議員同士での会派が
結成されている

○理念の違いが分かり
にくい

○それぞれの会派が独自の
政策目標を掲げる

３ 0 5 8 4 1 0 3.94
○一定の調整機能は果たしている
○議会運営委員会において合意形成
している

―

○会派間での調整を重視
し、議会全体としての合意
形成や政策提言を目指す

10 3 2 3 0 0 4.00 ―(評価対象外) ― ―

(1)
議会は、本会議のほか、す

べての会議を原則として公開
とする。

0 7 8 2 1 0 4.17

○人事案件以外は、原則全ての会議
を公開
○会議録の公開、本会議をライブ中
継や録画配信

○委員会の傍聴は公開
はできているが、イン
ターネットによる配信
ができていない

○タイムリーに市民へ情報
を提供することが必要であ
り、委員会のライブ中継も
必要

(2)

議会は、市民に対して積極
的にその有する情報を発信
し、説明責任を果たさなけれ
ばならない。

0 5 7 6 0 0 3.94
○議会だよりや議会ホームページに
よる情報発信
○議会だよりに二次元コード添付

○議会だより以外の情
報発信が必要

○議会としてのＳＮＳ等の
活用によりリアルタイムで
の情報発信に取り組む
○情報発信の手法を研究
○議会ことに市政報告会の
開催など、市民との意見交
換の機会を増やすことが必
要

第５条
（市民
と議会
の関
係）

　市民と議会との関係は、相互に開か
れ、かつ主体的に関わり合うことを旨と
し、議会は、次の各号に掲げるところに
より、その関係の推進及び保持に努めな
ければならない。

第４条
（会
派）

　議員は、議会活動を行うため、会派を
結成することができる。

　会派は、政策を中心とした同一の
理念を共有する議員で構成する。

　会派は、政策立案、政策決定、政
策提言等に関し、必要に応じ会派間
で調整を行い、合意形成に努めるも
のとする。



0 5 4 3 2 1
課題 今後の対応

条文の改
正の必要

性
取組状況・実績等

自己評価集計表
平均条 項 号 条文

(3)

議会は、法第１００条の２
の規定による専門的事項の調
査並びに本会議にあっては法
第１１５条の２の規定による
公聴会制度及び参考人制度
を、常任委員会、議会運営委
員会及び特別委員会（以下
「委員会」という。）にあっ
ては法第１０９条第５項の規
定による公聴会制度及び参考
人制度を十分に活用して、市
民その他の専門的又は政策的
識見等を議会の討議に可能な
限り反映させるものとする。

2 3 2 5 2 4 2.88
○参考人制度を運用して関係者を委
員会に招聘し、閉会中の所管事務調
査を行った（平成２３年４月）

○公聴会、参考人制度
を十分に活用できてい
ない

○制度の重要性や必要性の
理解を深め、活用につなげ
る
○新たな分野や複雑な課題
において、専門家の意見を
取り入れ討議に反映する

(4)

議会は、多様な市民との意
見交換の場を設け、議員の政
策立案能力を強化するととも
に、政策提案の拡大を図るも
のとする。

1 4 8 2 3 0 3.76

○第６次綾部市総合計画に関する提
言書提出
○令和５年度公共交通をテーマに議
会報告会を開催。綾部市の公共交通
政策に関する提言書を提出
○議会報告会の開催

○常任委員会での調査
研究活動の更なる充実
○議会報告会以外で、
市民との多様な意見交
換の場が設けられてい
ない

○多様な立場の市民を対象
としたテーマ別の意見交換
会を充実
○オンラインでの意見交換
会の開催

(5)

議会は、議決責任を深く認
識するとともに、議案等を議
決し、自治体としての意思決
定又は政策決定をしたとき
は、市民に対して説明する責
務を負う。

1 5 7 5 0 0 4.00
○議会だよりにより、定例会の内容
を報告

○議会だより以外の情
報発信が必要
○多様な媒体での説明
はできていない

○動画配信等の手法を検討

(6)
議会は、議会運営に関し、

市民に対して説明する責務を
負う。

1 6 4 5 1 1 3.76 ○議会だよりでの情報発信
○多様な媒体での説明
ができていない

○動画配信やＳＮＳなどの
手法を検討
○議会運営の流れや議案審
査の手順を図示するなど市
民がわかりやすい形式での
情報発信
○議会モニター制度の設置
を検討

第５条
（市民
と議会
の関
係）



0 5 4 3 2 1
課題 今後の対応

条文の改
正の必要

性
取組状況・実績等

自己評価集計表
平均条 項 号 条文

(7)

議会は、市政の諸課題に柔
軟に対処するため、市政全般
にわたって、議員及び市民が
自由に情報及び意見を交換す
る議会報告会を執り行うもの
とする。

1 8 7 2 0 0 4.35 ○議会報告会の開催 ―

○議会報告会の開催回数の
検討
○テーマを多様化し、幅広
い市民が関心を持つ内容を
取り上げることで、参加者
を増やす

(8)
前号の議会報告会に関する

ことは、別に定めるところに
よる。

12 3 2 1 0 0 4.33 ―(評価対象外) ― ―

7 6 3 2 0 0 4.36 ―(評価対象外) ― ―

(1)

本会議における市長等と議
員との質疑応答は、広く市政
上の論点及び争点を明確にす
るため、一問一答の方式で行
うことができる。

0 13 3 2 0 0 4.61
○代表質問や一般質問、緊急質問で
一問一答方式を採用

―

○引き続き一問一答方式を
活用し、円滑かつ生産性の
高い質疑応答に努める
○質問内容を事前に十分精
査し、質疑の質をさらに高
める
○質問に対する答弁事項に
ついての追跡質問や調査
を、議会として行う

(2)

市長等は、本会議及び委員
会において、論点を明確化し
議論を深める目的で、議長又
は委員長の許可を得て、議員
の質問に対して反問すること
ができる。

2 10 1 5 0 0 4.31
○過去に反問権が行使された
〇近年はなし

― ○現状維持

第５条
（市民
と議会
の関
係）

第６条
（市長
等と議
会及び
議員と
の関
係）

　議会審議における市長等執行機関及び
その職員（以下「市長等」という。）と
議会及び議員との関係は、適度な緊張状
態を旨とし、議会は、次の各号に掲げる
ところにより、その関係の保持に努めな
ければならない。



0 5 4 3 2 1
課題 今後の対応

条文の改
正の必要

性
取組状況・実績等

自己評価集計表
平均条 項 号 条文

7 5 3 2 1 0 4.09 ―

○計画等が出てくるより以
前に議会で新計画等のポイ
ントを整理し、議会案を持
てるようにする

(1) 政策の発生源 2 7 4 4 1 0 4.06 ―

○今後も市民、議員、執行
機関、専門家などの多様な
発生源から政策を生み出す
取り組みを強化し、市政全
般における課題に対し、効
果的な解決策を提案できる
体制を構築する。
○引き続き必要な情報は説
明を求め、方法や資料につ
いてはその都度改善を図る

(2) 提案に至るまでの経緯 2 9 2 5 0 0 4.25 ―
○今後も市民意見を積極的
に収集し、提案に反映する
取組を継続

(3)
他の自治体の類似する政策と
の比較検討 2 8 4 4 0 0 4.25 ― ―

(4)
市民参加の実施の有無とその
内容 2 7 5 4 0 0 4.19 ―

○多様な市民の声が政策に
反映されているか注視する

(5) 総合計画との整合性 2 8 3 5 0 0 4.19 ― ―

(6) 財源措置 2 7 5 4 0 0 4.19 ―
○市の財政健全化を最優先
とし、安定した財源確保に
向けた議論を継続

(7) 将来にわたるコスト計算 2 6 5 4 0 1 3.94 ― ―

○重要事項に関しては市長から説明
を受けている
○予算関係に関しては説明資料が改
善され詳細が分かるようにしている

第７条
（市長
に対す
る説明
要求）

　議会は、市長が提案する重要な計画、
政策、施策、事業等（以下「政策等」と
いう。）について、議会審議における論
点情報を形成し、政策等の水準を高める
とともに、市民への情報公開の観点か
ら、市長に対して次の各号に掲げる事項
について説明を求めることができる。



0 5 4 3 2 1
課題 今後の対応

条文の改
正の必要

性
取組状況・実績等

自己評価集計表
平均条 項 号 条文

２

1 5 4 5 3 0 3.65

○本会議、予算決算委員会で立案や
執行における論点・争点を明確にす
ることを重視
○審議の中で政策の目的や手法、想
定される成果、リスクなどを掘り下
げ、質疑を通じて問題点を洗い出
し、提案内容の改善を求めている
○重点施策については、進行状況を
定期的に確認し、遅れが見られる場
合には改善を求めている
○特に、事業計画や政策提案に対し
て、必要な財源の裏付けを確認し、
財政の健全性を維持する取組を進め
ている
○事業や施策を実施する際、短期的
な効果だけでなく、長期的なコスト
を見据えた政策提案を重視している
○大規模な公共施設の整備やインフ
ラ事業においては、建設費用だけで
なく、維持管理費や更新費用を含む
ライフサイクルコストを考慮した議
論を行っている

○執行後における政策
評価に資する審議は不
十分

○今後も政策提案に対して
立案や執行において、政策
水準の向上を目指した審議
を徹底
○各種事業の進捗状況等に
ついても確認する仕組みが
必要
○他自治体の先進事例を積
極的に取り入れ、綾部市に
適した形で検討を行う
○評価結果を市民にわかり
やすく公表する
○必要に応じて新たな財源
の確保策を検討し、税収増
加や効率的な財政運営
○将来の社会情勢や経済状
況の変化を見据え、長期財
政見通しを定期的に見直し
○事業計画や政策提案の優
先順位を柔軟に変更し、財
政負担の最適化を図るなど
の研鑽も必要

第７条
（市長
に対す
る説明
要求）

　議会は、前項の政策等の提案を審
議するに当たっては、それらの政策
等の水準を高める観点から、立案又
は執行における論点並びに争点を明
らかにするとともに、執行後におけ
る政策評価に資する審議に努めなけ
ればならない。



0 5 4 3 2 1
課題 今後の対応

条文の改
正の必要

性
取組状況・実績等

自己評価集計表
平均条 項 号 条文

第８条
（市長
に対す
る説明
資料要
求）

1 8 5 3 1 0 4.18

○事業別・施策別の予算説明資料と
なるよう財政当局と協議し、様式を
変更
○予算では予算説明資料、決算では
主要施策の報告書が提出されている

○主要施策の報告書と
決算書のみでは、事業
ごとの具体的な経費執
行内容が不明確

○引き続き、市長に対し施
策別・事業別の説明資料提
出を要請
○資料の内容や形式の改善
を行い、より充実した内容
を目指す

第９条
（法第
９６条
第２項
の議決
事件）

5 8 2 3 0 0 4.38
○綾部市行政に係る基本的な計画の
議決等に関する条例を制定し、議会
の議決事項を明確化

○実施状況の報告を求
められるが、活用して
いない
○社会情勢の変化や市
政運営上の課題を踏ま
え、議決事項の範囲の
見直し検討がされてい
ない

○条例に定める実施状況の
報告を積極的に活用
○全国の事例を参考に、必
要に応じて議決事項の見直
しを検討する

不要

2 5 5 3 2 1 3.69
議長は、議員相互の討議を中心とし
た議会運営に努めている

― ○現状維持 不要

２ 1 5 4 3 3 2 3.41

○本会議では質疑と討論の場を設
定、常任委員会では令和６年６月定
例会から常任委員会で議員間討議を
試行

○議員間討議の実施例
が少なく十分に活用で
きていない
○議員間討議を休憩中
に行っており、議事録
や委員長報告にも含ま
れず、議論の内容が市
民に公開されない

○議員間討議の方法につい
て、自由・活発な討議に加
え、市民への公開の視点も
含めて検討する
○本会議においても、議員
間で自由に意見を交換でき
る時間を確保し、合意形成
を促進
○対立する意見がある場合
には、議長や委員長が議論
を整理し、共通点を見いだ
すよう努める

不要

　法第９６条第２項の規定に基づく議会
の議決事項については、別に条例で定め
るところによる。

　議会は、予算及び決算の審議に当たっ
ては、前条第１項各号の規定に準じ、市
長に対してわかりやすい施策別又は事業
別の政策説明資料の提出を求めることが
できる。

第１０
条
（議員
間の討
論によ
る合意
形成）

　各議員は、議会が議員による討論の場
であることを認識し、議長は議員相互の
討議を中心とした議会運営に努めなけれ
ばならない。

　議会は、本会議及び委員会におい
て、議案の審議及び審査に当たり結
論を出す場合にあっては、合意形成
に向けて議員相互の議論を尽くすよ
う努めなければならない。



0 5 4 3 2 1
課題 今後の対応

条文の改
正の必要

性
取組状況・実績等

自己評価集計表
平均条 項 号 条文

3 4 4 4 1 2 3.47

○綾部市議会情報公開条例に基づ
き、資料等を公開している。また、
綾部市情報公開条例の運用状況は毎
年度議会だよりで公表

○情報公開請求自体が
非常に少なく、市民に
わかりやすい議論がで
きているかを判断する
基準や取り組みが少な
い

○より市民に分かりやすい
議論を行う意識を高める

不要

２ 2 11 2 2 0 1 4.38 ○実施できている ― ― 不要

３ 1 4 5 4 2 2 3.41

○第６次綾部市総合計画に関する提
言書提出
○令和５年度公共交通をテーマに議
会報告会を開催。綾部市の公共交通
政策に関する提言書を提出

○議案審査の中で議員
個人の提案等は一定な
されているが、議会と
しての政策提言の取組
は十分とは言えない

○各委員会でテーマを設定
し、調査・研究を進め、政
策立案・提言に取り組む

不要

2 11 3 2 0 0 4.56
○会派代表者が会計帳簿や領収書等
を適切に管理し、支出内容等を明確
にした収支報告書を作成

― ○現状維持 不要

２ 0 13 4 1 0 0 4.67
○各会派は収支報告書や調査研究に
関する報告書を公表し、説明責任や
透明性を確保

― ○現状維持 不要

３ 0 12 3 3 0 0 4.50 ○適切に開示 ― ○現状維持 不要

第１２
条（政
務活動
費の執
行及び
公開）

　会派（綾部市議会政務活動費の交付に
関する条例（平成１３年綾部市条例第１
号）第１条に規定する会派をいう。以下
この条において同じ。）の代表者は、同
条例第２条の規定により、調査研究その
他の活動に資するために政務活動費の交
付を受けたときは、会計帳簿、領収書等
を整理し、その使途の透明性を確保しな
ければならない。

　会派の代表者は、その属する会派
の政務活動費について、自ら説明責
任を果たさなければならない。

　会派の代表者は、市民から書面に
より前２項に規定する書面の開示請
求があった場合は、綾部市議会情報
公開条例第３条の規定に基づき速や
かに開示しなければならない。

第１１
条
（委員
会活
動）

　委員会は、審査に当たっては綾部市議
会情報公開条例（平成１２年綾部市条例
第３５号）に基づき、資料等を積極的に
公開し、市民にわかりやすい議論を行う
よう努めなければならない。

　前項における資料等の公開に関す
る個人情報の取扱いについては、綾
部市議会個人情報保護条例（令和５
年綾部市条例第２号）に準じるもの
とする。

委員会は、議会における政策立案及
び政策提案を積極的に行うものとす
る。



0 5 4 3 2 1
課題 今後の対応

条文の改
正の必要

性
取組状況・実績等

自己評価集計表
平均条 項 号 条文

3 6 7 2 0 0 4.27
○議員の資質向上と政策形成能力の
強化を目的に、定期的に議員研修、
委員会視察等を実施

○さらなる充実強化が
課題

○専門家を招いた研修の継
続やオンライン研修の導入
により、時代に即した知識
等を習得する機会や効率的
な学習環境を整備する
○研修の事前準備や事後の
共有を徹底
○研修成果を政策立案等に
つなげる仕組みを研究し、
議員の資質向上を図る

２ 1 7 6 4 0 0 4.18

○専門家を招いた議員研修会、市民
と懇談する議会報告会（市民と議会
のつどい）、委員会視察等を年１回
以上実施

―

○オンライン意見交換会も
併用して幅広い市民層から
の意見を取り入れるなど新
たな取組を検討

第１４
条
（議会
事務局
の体制
整備）

4 6 2 6 0 0 4.00
○議員からの要望に応じて、法令解
釈、他自治体の事例調査、統計資料
収集・提供などを実施

事務局機能の充実強化
が課題

○予算、人員配置等を含
め、事務局機能の充実強化
に努める

第１５
条
（議会
図書
室）

4 3 3 3 3 2 3.14

○日経グローカルや自治日報を購読
し、関連書籍や議員要望に応じた資
料を購入
○ネットで見ることができない専門
書物、郷土資料、過去の議事録を保
管

○図書室の利用が少な
い
○調査研究の媒体が多
様化しており、紙媒体
に限った図書室では調
査研究環境として不十
分

○資料を電子化し、議員が
オンラインで検索・閲覧で
きる環境の整備を目指す
○導入済みのタブレット端
末を活用し、外部データ
ベースへのアクセスを拡充

　議会は、議員の調査研究に資するた
め、議会図書室の充実に努めるものとす
る。

第１３
条
（議員
研修等
の充
実）

　議会は、議員の資質並びに政策形成及び
立案能力の向上を図るため、議員研修及び
調査研究の充実強化に努めなければならな
い。

　議会は、前項の議員研修及び調査
研究の充実強化に当たり、広く各分
野の専門家、市民等との議員研修会
及び懇談会等を年１回以上開催する
ものとする。

　議会は、議員の政策形成及び立案能力
の向上を図るため、議会事務局の調査及
び法務機能の充実強化に努めるものとす
る。



0 5 4 3 2 1
課題 今後の対応

条文の改
正の必要

性
取組状況・実績等

自己評価集計表
平均条 項 号 条文

1 6 9 2 0 0 4.24

○定例会ごとに議会だよりを発行
し、議案に対する各議員の対応等を
公表。議会ホームページでの情報発
信

○市民により読んでも
らえるような議会だよ
りの作成

○議会だよりの紙面の刷
新、充実
○委員会の動画配信

２ 1 3 8 5 1 0 3.76
○議会だよりの発行に加え、議会
ホームページ、本会議のライブ中
継・録画配信を実施

○さらなる取組が必要

○動画等による情報発信を
強化
○ＳＮＳ等、新たな手法も
検討

5 8 4 1 0 0 4.54 ―(評価対象外) ― ―

２ 3 5 5 2 1 2 3.67

○議員定数及び報酬の改正の検討で
は、市政の現状や将来の人口推移、
財政状況などを総合的に評価した上
で議論を実施
○過去には市民と議会報告会のテー
マにしたり、アンケート調査を実施
して市民の声を聴取し、協議

○これまで定数や報酬
について、公聴会制度
や参考人制度の必要性
まで論じてきていない
○過去に議員定数の改
正について市民アン
ケート調査等を実施し
たが、市民意見が拮抗
した

○公聴会制度や参考人制度
の重要性や必要性について
研修する
○議員定数及び報酬の改正
については、第三者機関の
設置なども含め広く市民の
声を反映するよう努める

5 8 3 2 0 0 4.46 ―(評価対象外) ― ―

２ 1 6 5 4 1 1 3.82
○新人議員に対しては、議会事務局
主導で研修会を開催し、議会基本条
例の理解促進を図っている

○初当選直後の研修の
みで、全議員を対象と
した継続的な研修機会
の不足

○初当選時だけでなく、定
期的な研修の機会を設け、
議会活動の実務と結びつけ
た継続性のある研修の実施

第１７
条
（議員
定数及
び議員
報酬）

　議員定数及び議員報酬は、別に条例で
定める。

議員定数又は議員報酬の改正に当
たって、議員が提案する場合は、市
政の現状及び課題並びに将来の予測
及び展望を十分に考慮するととも
に、議員活動の評価等に関して広く
市民の意見を聴取するため、公聴会
制度及び参考人制度を十分に活用す
るものとする。

第１８
条
（最高
規範
性）

　この条例は、議会における最高規範で
あって、議会は、この条例の趣旨に反す
る議会の条例、規則等を制定することが
できない。

　議会は、議員に対して、この条例
に関する理解を深めさせるために、
一般選挙を経た任期開始後、速やか
にこの条例に関する研修を行わなけ
ればならない。

第１６
条
（議会
広報の
充実）

　議会は、議案に対する各議員の対応を
議会広報で公表するなど、市民に対して
情報の提供に努めなければならない。

　議会は、情報技術の発達等を踏ま
えた多様な広報手段を活用すること
により、多くの市民が議会と市政に
関心を持つよう議会広報活動に努め
なければならない。



0 5 4 3 2 1
課題 今後の対応

条文の改
正の必要

性
取組状況・実績等

自己評価集計表
平均条 項 号 条文

2 5 2 5 2 2 3.38

○議員政治倫理条例の制定
○政務活動費の執行方法の見直し
○重要な計画政策事項の説明資料の
様式改善
○反問権の追加

○これまで検証が行わ
れていない

○定期的に検証を行い、評
価と見直しの仕組みを制度
化し、議会運営の質向上を
目指す
○議員全員が共通の理解を
持ちながら、持続可能な議
会運営を実現するための取
組を推進

２ 3 5 0 6 0 4 3.13
〇反問権と政務活動費の執行方法に
関する改正を行ったが、それ以外は
引用条文の改正のみ。

― ○検証結果に基づき実施

３ 4 4 0 7 0 3 3.14 ○本会議で提案理由を説明 ― ○現状維持

2

追加条
分
(議会活
性化の
推進）

第１９
条
（見直
し手続
き）

　議会は、この条例の施行後、常に市民
の意見、社会情勢の変化等を勘案して議
会運営にかかわる不断の評価と改善を行
うとともに、必要に応じてこの条例の目
的が達成されているかを議会運営委員会
において検証するものとする。

　議会は、前項の検証の結果、制度
の改善が必要と認める場合は、この
条例の改正を含めて適切な措置を講
ずるものとする。

　議会は、この条例を改正する場合
には、全議員が賛同する改正案で
あっても、本会議において改正の理
由を詳しく説明しなければならな
い。

議会は、市民の信頼を高めるため、また
地方分権の進展に的確に対応するため、
継続的に議会活性化・改革を推進する。

　議会は、災害が発生したときは、市民
の生命、身体及び財産に関する安全及び
安心を確保するため、市長等と協力し、
議会としての体制の整備を図るように努
めなければならない。

追加条
分
（災害
時の対
応）

　議員は、災害時の組織体制、議員
の役割及び行動 方針を確認するな
ど、平常時においても災害に対する
注意と準備を怠らないものとする。


